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ス

ミ

ス

の

封

植

民

地

策

山

本

美

越

乃

一

、
ア
ダ

ム

・
ス
ミ
ス
の
脛

濟
學

史
上

に
於

け

る
地

位
は

、
藪

に
縷

述
す

る
迄

も
な

く
何

人
琶

既

に
知

悉

せ
る
所

な

ざ
が
、
・其

の
不
朽

の
名
著
『
国
富
論
」
は

、
軍

に
理
論

的

の
方
面

の
み

な
ら
す

、
歴

史
的

の
方
面

に
於

て
も
貴

重
な

る
研

究
を
包
容

し
、
脛

濟
學
理
を
究

明
せ

ん
こ
`
に
努

む

る
ぜ
共

に
、
文
責
際
政

策

上
の
問
題

に
注
意
す

る
を
怠

ら
す

、
從

て
其

の
内

容

の
豊
富

に
し

て
研
究

の
多
方
面

に
捗

れ

る
黙

に
於

て
は
、
英
國

の
経
済

學
者
中

に
は

ス
ミ

ス
以
前

に
在
b

て
は
固

よ
り
、
・其

の
以
後
ざ
難

も
多
く

匹
篤
を
見

ざ

る
所

に
し

て
、
其

の
理
論

的
方
面

に
於
け

る

「
国
富
論
」
の
償
値

は
、
後
學

ぜ
一
・
エ
ス
・
ミ

ル
の
『絡

濟
原
論
」
に
及

ば
ざ

る
所

あ

る
も

.
史
實

的
實
際

的
方
面

に

於
捗

る
廣

汎
な

る
研
究

に
至

り
て
は

、
殆

ご

ス
ミ
.ス
の
猫
壇
場

ξ
稽
す

る
も
敢

て
過
言

に
非
す

、
吾

人

の
考

察

せ

ん

ε
す

る

ス
ミ
入
の
植

民
政
策

上

の
町
題

に
關
す

る
意

見

も
亦
前

者

に
射
す

る
よ
り
は
寧

ろ
後
者

に
圏

し
、
即

ち

一
般
的

に
植
民
政

策
上

の
理
論

を
闡

明
せ

ん
ε
す

る
よ

b
は
、
寧

ろ
史
實

を
基
礎

ε
し
て
實
際

的

に
植
民
政
策

の

蹄

趣
を
明

か

に
せ

ん
ε
し
た
る
黙

に
、
其

の
特
色

を
認

む

る
こ
ε
を
得

べ
し
、
故

に

一、方

よ
り
之
を
観
察
す

る
時

は
、
其

の
所
説
往

々
冗
漫

に
失
す

る
の
嫌

ひ
な
き

に
非

ず

ε
難
も
、
.
】
ε
度

ヌ
ミ
ス
の
研
究
的

態
度

に
想
到
す

る

論

叢

ス
ミ
ス
の
封
植
民
地

「

第
十
八
巻

(第
一
號

二
四
九
)

二
四
九

.



、.

r

論

叢

ス
ミ
ス
の
封
植
民
地
策

、

第
十
八
巻

(第
「號

二
五
Q
)

二
五
〇

時
は
、
暴
れ
却
て
其

の
長
所
の
存
す

る
所
た
る
こ
ε
を
知
る
に
難
か
ら
す
。
.
.

ス
ミ
ス
の
植
民
政
策
上
の
問
題

に
閲
す

る
意
見

の
大
要
は
、
『
国
富
論
」
第
四
編
第
七
章
『
植
民
地

に
就
き
て
』
、

同
第
八
章
『
重
商
主
義

に
謝
す

る
結
論
』
、
第
五
編
第
三
章
『
公
債

に
就
き
て
」
の
諸
車
に
互
ち
て
之
を
窺
ふ
こ
芭
を

得

べ
一
、

ス
ミ
ス
は
是
等
の
諸
軍
に
於
て
最
初
に
新

に
植
扶
地
を
設
定
せ
ん
ε
す

る
場
合
に
於
け
る
動
機
を
考
察

し
、
次
ぎ
に
新
植
民
地

の
繁
榮
の
原
因
を
明
か
に
し
、
夏

に
亜
米
利
加
の
獲
見
及
喜
果
峯
を
脛

て
東
印
度
に
達
す

る
航
路
の
新
開
に
因
り
厭
洲
の
受
け
π
る
利
益
を
論
じ
、
進

ん
で
重
商
主
義

に
野
す

る
結
論
を
述

べ
、
最
後
に
財

政
上
よ
b
観
た
る
植
民
地
の
偵
値
を
論
評
し
て
全
編
を
結
び

つ
㌧
あ
ら
。

惟

ふ
に
「
國
笛
論
」
は

一
七
五
〇
年
即
ち

ス
ミ
ス
が

エ
デ
ィ

ン
バ
ラ
大
學
に
初

め
て
経
済
學
の
講
義
を
推
任
す
る

に
至
b
し
ょ
b
以
来
、
轄
じ
て
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
學
に
轍
授
た
る
こ
ご
十
三
年
の
後
、
隊
洲
大
陸
の
族
行
を
終

へ
、

故
山

力
ー

コ
ー
デ
ィ
ー
に
隠
退
し
て
専
心
著
述
に
従
事
し
、

一
七
七
六
年
に
倫
敦
に
於
て
其
の
初
版
を
公
に
す
る

に
至

る
迄
、
前
後
二
十
有
五
年
間
の
研
究
思
索
の
結
晶
に
し
て
、
一
七
九
〇
年
に
病
を
獲

て
世
を
僻
す
る
に
至
る
迄

増
訂
版
を
重
漁
る
こ
こ
五
回
に
及
び
し
が
、

ス
ミ
ス
の
此

の
世
界
的
名
著
の
完
成

に
全
力
を
傾
注
し

つ
,
、
め
り
し

聴
代
は
、
恰
も
英
帝
国
の
建
設

に
最
も
重
大
な
る
關
係
を
宿
せ
る
事
件
の
瀬

々
ご
し
て
獲
生
し
た
る
時
代

に
し
て
、

内
に
在
り
て
は
佛
蘭
西
革
命
の
飴
波
を
受
け
て
国
民

の
政
治
思
想
に

一
大
攣
動
を
來
七
た
る
に
加

へ
て
、
産
業
上

の
革
命
は
今
や
漸
…く
最
高
潮
に
達
せ
ん
ピ
し
、
天
外
に
在
b
て
は
印
度
及
加
奈
太
に
於
け
る
英
佛
両
国
の
植
民
地

「



争
奪
戦
は
、
.沙
た
る

一
小
島
國
を
し
て
急
遽
世
界
の

一
大
植
民
國
た
る
地
位
を
獲
得
せ
し
む
る
に
至
ら
た
り
ピ
錐

も
、
他
方
に
於
て
は
北
米
の
植
民
地

の
濁
立
分
離

に
因
り
て
海
外
獲
展

の
.事
業
に

一
大
打
撃
を
受

《
る
に
至
れ
る

が
如
き
、
重
大
事
件
の
漁
獲
し
た
る
時
代
に
し
て
、
出
癖
史
實
を
忽
に
せ
ざ
る
ス
ミ
ス
の
研
究
的
態
度
は
自
ら
是

等
の
事
情
の
影
響
を
受
け
、
殊

に
植
民
政
策
上
の
問
題

に
聞
す
る
意
見
は
、
其

の
常
時
の
國
情
よ
b
多
大
の
暗
示

を
受
け
た
る
こ
ご
は
之
を
疑
ふ
可
か
ら
す
、
故
に
少
く
ご
も

ス
ミ
ス
の
植
民
政
策
論
は
、
此
の
如
き
周
園
の
事
情

を
無
税
し
て
之
を
解
繹
せ
ん
ε
す
る
も
得

べ
か
ら
ざ
る
な
b
、
以
下
順
を
逐
ふ
て
其

の
要
旨
を
槍
訂
せ
ん
ご
す
。

二

古
代
及
近
世
の
植
民
國
の
植
民
的
活
動

の
動
機
に
關
し
て
は
、
ス
ミ
ス
は
豊
富
な
る
皮
實
に
基
き
極

め
て
詳
細

な
る
研
究
を
獲
表
し

つ
、
あ
り
、

ス
ミ
ス
の
意
見
に
從

へ
ば
、
古
代
の
希
臘
及
羅
馬
の
植
民
事
業
は
、
或
は
政
治

上
・
軍
事
上
.耐
會
上
着
く
は
輕
濟
上
の
特
定
の
目
的
を
以
て
計
識
せ
ら
れ
、
催
合
今
日
よ
b
観
れ
ば
此

の
如
き
目

的
を
以
て
植
民
事
業
を
企

つ
る
こ
ε
の
可
否
得
失
に
關

し
て
は
議
論
の
鯨
地
存
す
る
も
、
兎
に
角
或
特
定
の
利
害

問
題
を
目
標

ε
し
て
殖
民
的
の
獲
展
を
遂
げ
た
る
も
の
な
る
に
、
近
世
の
植
民
事
業

に
は
此
の
如

き
明
確
な
る
利

害
問
題
に
關
す
胤
考
慮
在

せ
す
、
故
に
其
の
植
民
的
の
活
動

に
は

一
定
の
方
針
又
は
討
議
ε
も
構
す

べ
き
も
の
な

く
、
或
は
軍

に
貨
金
橋
の
蒐
集
熱
に
駆
ら
れ
室
想
的
に
探
険
事
業
に
従
事
し
た
る

一
部
の
冒
険
者

に
依
b
、
或
は

政
治
上
文
は
宗
激
上
の
墜
迫
を
冤
れ
ん
ご
せ
る
避
難
者
に
依
b
て
、
其
の
基
礎
を
置
か
れ
た
る
に
過
ぎ
す
、
而
し

論

叢

ス
ミ
ス
の
罰
植
民
地
策

第
十
八
巻

(第
一
號

二
五
こ

二
五
」



論

叢

そ
・三

の
封
植
民
地
策

第
+
八
巻

(第
一
號

二
五
二
)

二
五
土

て
是
等
の
植
民
者
に
依

ら
て
建
設
せ
ら
れ
た
る
植
民
事
業

に
、
若
し
其

の
結
果
よ
り
観
察
し
て
或
種
の
目
的

ε
も

稠
す

べ
き
も
の
存
在
し
た
り
ε
せ
ぱ
、
這
は
要
す
る
に
近
世
の
初
め
以
来
鰍
洲
諸
国
民
の
経
濟
思
想
を
誤
れ
る
方

向

に
導
き
π
る
、
重
商
主
義
の
思
想
に
.胚
胎
せ
る
植
民
地

に
於
け
る
利
益
の
凋
占

に
在
り
`
言

ふ
を
得

べ
し
、
殊

に
亜
米
利
加
及
西
印
度
に
於
け
る
欧
洲
諸
国
民
め
植
民
事
業
は
、
何
等
の
必
要
よ
り
起
り
た
る
も
の
に
非
す
、
偶
合

共
の
結
果
ε
し
て
得
た
る
利
金
は
頗

る
重
大
な
る
も
の
あ
り
し
蓬
は
謂

へ
、
當
初
は
此
の
如
き
問
題
に
關
し
て
は

明
白
な
る
理
解
を
宿
せ
す
、
從
て
之
を
動
機

ε
し
て
其

の
活
動
を
開
始

し
π
る
も
の
に
非
す
ご
論
ず
、
此
の
黙
に

閲
し
て
は
拙
著
「
植
民
政
策
研
究
」
ハ
【
二
〇
一

=

二

頁
)
に
批
評
を
試

み
置
け
る
を
以
て
、
弦
に
之
を
再
び
せ
す
。

近
世

の
植
民
國
の
植
民
的
活
動
の
動
機
は
、

ス
ミ
ス
の
説
に
擦
れ
ば
此
の
如
く
不
明
瞭
な
り
し
に
拘
ら
す
、
其

の
結
果
に
至
b
て
は
極

め
て
良
好

に
し
て
、
各
植
民
地
は
何
れ
も
急
速
な
る
進
歩
装
達
を
遂
ぐ

る
こ
ε
を
得
た
b
、

而
し
て
其
の
原
因
は
果
し
て
如
何
な
る
黙
に
存
す
る
や
は
、

ス
ミ
ス
が
『
国
民
の
富
の
性
質
及
原
因
」
を
考
察
す

る

に
當
り
て
慎
重
に
殿
査
し
た
る
所
の
も
の
に
し
て
、
其

の
説
に
從

へ
ば
新
植
民
地
殊

に
面
積

に
比
し
て
人
口
稀
薄

有
る
植
民
地

の
繁
榮
の
原
因
は
、
(
一
V移
住
者
が
是
等

の
植
民
地
に
獲
展
す
る
場
合

に
は
、
農
業
其
の
他
の
有
用

な
る
智
識
及
技
術
を
彼
等

ご
共

に
移
植
す
る
に
因
る
こ
ε
、
(
二
)本
圃

に
於
け
る
規
則
正
し
き
政
治
及
此
の
政
治

に
適
慮
す

べ
き
法
律
制
度
並
に
之
に
服
從
す

る
習
慣
を
、
移
住
者

ε
共

に
植
民
地
に
移
し
得
る
に
因
る
・」
だ
、
(斯

か
る
場
合
に
野
攣
未
開
の
住
民
間
に
在

ら
て
は
、
法
律
及
政
治

の
自
然
的
進
歩
は
、
彼
等

の
保
護

に
必
要
な
.る
程

1)A.Smith=AnInquiryiロtotheNatureandCausesofthe

Nations,Bk,Iv.,chap.VII.,PartI.(editedbyE.Cannan,

58-60)
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Vol、if,PP.

、



度
に
迄
達
し
々
る
後
は
、
技
術
の
自
然
的
進
歩

に
比
し
て
遙
に
遅
緩
な
b
)、
(
=
ご

移
住
者
は
何
れ
も
自
己
の
力

の
み
を
以
て
は
耕
作
し
得
ざ
る
程
の
廣
人
な
る
土
地
を
所
有
す
る
こ
ε
を
得
、
然

か
も
之
に
謝
し
て
は
殆
ご
何
等

、

の
負
推
を
要
せ
ず
、
彼
自
ら
及
其

の
使
用
し
得
る
総
て
の
勢
力
を
以
て
す
る
も
、
樹
ほ
土
地
の
生
産
力
を
充
分
に

鞍
揮
せ
し
む

る
こ
ε
を
得
ざ
る
が
故
に
、
高
賃
金
を
以
て
他
よ
b
勢
力
を
招
致
す

る
の
必
要
を
生
じ
、
其

の
結
果

植
民
地

に
於
て
は

「
般
.に
賃
金

の
不
廉
な
る
を
常
ε
す
、
此
の
如

く
土
地

の
潤
澤
に
加
ふ
る
起
賃
金
の
高
き
こ
ざ

は
、

一
方
に
於
て
は
勢
働
者
に
も
軈
て
土
地
を
得
て
地
主

ε
な
ら
得

べ
き
機
會
を
興

へ
、
他
方
に
於
て
は
結
婚
及

出
産
を
奨
顕

し
て
人
口
増
加
の
趨
勢
を
助
成
し
、
斯
一
し
て
比
較
的
短
日
月
間
に
新
植
民
地
を
繁
榮
に
導
一
も
の

虎
b
、
加
之
、
欧
洲
諸
国
に
於
て
は
地
主
及
資
本
家
等
は
勢
働
者
の
所
得
に
締
す

べ
き
も
の
を
も
自
ら
之
を
収
め
内

優
等
な
る
二
階
級
は
劣
等
な
る

一
階
級
に
厘
追
を
加
ふ
る
の
肱
態
に
在

る
も
、
新
植
民
地

に
於
て
は
彼
等
は
自
己

の
利
盆
の
爲
め
に
、
寧

ろ
劣
等
な

る

」
階
級
を
優
遇
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
實
呪
に
在
ら
、
要
之
、
土
地
慶
大
に
し
て

人
口
稀
薄
な
る
地
方
に
在
り
て
は
、
勢
力
を
得
ん
が
爲
め
に
は
賃
金
の
多
少
を
顧
み
る
の
暇
無
く
」
從
て
賃
金
の

騰
貴
は
人
口
の
増
加
を
促
し
、
頁
好
な
る
土
地
の
低
廉
且
豊
富
な
る
こ
ε
は
、
斯
か
る
高
賃
金

ぜ
錐
も
㈲
ほ
其
の

支
梯
ひ
を
可
能
な
ら
し
む
、
此

の
如
く
廣
大
に
し
て
豊
饒

な
る
土
地
め
残
存

せ
る
こ
ε

、
、
.各
人
が
自
由

に
己
れ

の
欲
す

る
所
に
向

っ
て
活
動
し
得
る
鯨
地

の
存
す
る
こ
ご

、
は
、
實

に
新
植
民
地
の
繁
榮
の
二
大
原
因
ε
稽
す

る

を
得

べ
し
ε
な
す
。
此
の
黙
に
關
す
る

ス
ミ
ス
の
意
見
は
、
近
世

の
初

め
に
於
け
る
農
業
植
民
地
叉
は
移
住
植
民

論
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論

叢

ス
ミ
ス
の
封
植
民
地
策

第
十
八
巻

(第
一號

二
五
四
)

二
五
四

地

に
就
き
て
は
、
大
膿

に
於
て
正
鵠
を
得
た
る
も
の
ε
言

ふ
を
得

べ
し
。

三

.

近
世
の
植
民
地
中
恐
く
は
北
氷
に
於
け

る
英
国
の
植
民
地
の
如
く
に
急
速

の
進
歩
を
遂
げ
た
る
も
の
な
か
る

べ

し
、
而
し
て
北
米
の
植
属
地

が
此
の
如
一
急
速
の
進
歩
を
爲
し
だ
る
原
因
.に
關
…し
て
は
、
.ス
ミ
ス
は
上
述

の

一
般

的
の
原
因
以
外
に
、
更

に
北
米
の
植
民
地

に
於

け
る
諸
般

の
制
度
の
、
他
の
欧
洲
諸
國
の
植
民
地

に
比
し
て
優
れ

る
も
の
あ
り
し
に
因
る
ε
な
し
、
殊
に
當
時
他
國
の
植
民
地
に
於
て
は
土
地

の
兼
併
叉
は
蜀
占
の
風
盛

ん
な
り
し

に
、
英
領
植
民
地
に
て
は
土
地
所
有
者
ぼ

}
定
の
年
限
内

に
必
ず
」
定
の
面
積

の
土
地
を
耕
作
す

る
の
義
務
を
有

し
、
若
し
之
を
怠
る
腓
は
共
の
所
有
権
を
失
ふ
べ
き
こ
ε
を
定
め
て
、
土
地
の
兼
併
叉
は
凋
占
を
豫
肺

せ
ん
こ
ぜ

に
努

め
、
文
相
績
制
度
に
關
し
て
も
長
子
相
続
椹
な
る
も
の
を
認
め
す
し
て
、
土
地
は
卒
等
に
之
を
諸
子
の
間

に

分
配
す

る
か
、
長
子
は
唯
諸
子
の
取
得
分
の
二
倍
を
得
る
に
過
ぎ
ざ
る
こ
ご

、
し
、
此

の
黙
よ
め

し
て
も
亦
狽
占

の
弊

に
略
ら
ざ
ら
ん
こ
ε
に
注
意
し
た

る
に
因
る
、
蓋
し
良
好
な
る
土
地
の
豊
富

ε
之
を
得

る
こ
ご
の
容
易
ε
は
、

新
植
民
地
を
繁
榮
に
導
く
主
要
.な
る
原
因
を
成
す
も
、
土
地
の
兼
併
及
猫
占
は
事
實
上
此
の
原
因
を
破
壊

し
去

る

を
以
て
な
り
ご
畜

へ
り
馬
此

の
如
く
土
地
即
ち
自
.然
力
の
利
用
方
法
に
於
て
、
英
領
植
民
地
は
他
国
の
植
民
地
よ

り
も
優
れ
る
も
の
あ
り
し
の
み
な
ら
す

、
其

の
住
民
.の
勢
働
能
率

に
於
て
も
亦
卓
越

せ
る
も
の
め
b
し
に
反
し
、

彼
等

の
負
捨
の
比
較
的
輕
微
な
り
し
こ
ε
は
住
民
間

に
貯
蓄

の
絵
力
を
生
ぜ
し
め
.
更
に
是
等
の
貯
蓄

に
依
り
て

●

、



一
層
多
く
の
勢
力
を
使
用
し
侍
る
の
途
を
開
き
た
る
こ
ご
は
、
叉
其

の
進
歩
を
速
か
な
ち
し
め
た
る

一
原
因
な
b

ざ
せ
り
、
蓋
し
當
時
の
英
領
殖
民
地

の
佳
辰
誓
は
必
要
歎
く
可
か
ら
ざ
る
行
政
費
は
自
ら
之
を
負
擢
し
た
る
も
、

其
の
額
は

一
般
に
極
め
て
輕
微

に
し
て
、
植
民
地
官
吏

の
俸
給
及
急
迫
せ
る
土
木
工
事

の
費
用
を
支
辨
し
得
た
る

柔
過
ぎ
す
、
行
政
嚢
中
最
も
互
額
を
青
む
る
陸
海
軍
費

の
如
き
は
、
殆
ご
全
一
母
國
人
の
負
推
に
蹄

七
た
b
、
然

る
に
他
國

の
植
民
地
に
於
て
は
住
民
は
遙

に
重
き
負
措
を
課
せ
ら
れ
し
を
以
て
、
此

の
黙
よ
ら
す
る
も
植
民
地
の

進
歩
は
英
国
の
如
く
に
急
速
な
る
を
得
ざ
ら
し
な
ら
。

更

に
叉

ス
ミ
ス
の
説

に
振
れ
ば
、
英
領
植
民
地

の
迅
速
な
る
進
歩
を
寫
し
た
る
他

の
原
因
は
、
假
令
縄
掛
的
の

毛
の
に
あ
ら
ざ
り
し
ε
は
謂

へ
、
植
民
地
に
封
ず
る
母
国
の
商
業
政
策
に
付
き
て
、
英
国
は
他
の
欧
洲
諦
國
よ
あ
も

寛
大
な
る
態
度
を
採
り
た
る
に
因
る
ε
官

へ
b
、
即
ち
或
国
民
は
植
民
地
貿
易
を
排
他
的
の
會
肚

(即
ち
猫
占
曾

肚
)
に
の
み
許
興
し
〔
和
蘭
の
政
策
)
、
叉
他
の
国
民
は
催
合
醐
占
的
の
曾
祉
を
組
織
す

る
こ
ε
な
き
も
、植
民
地
貿

易
を
母
国
の
特
定
の
港

窯
於
て
の
み
許
可
し
、
之
が
爲
め
に
は
或
は

㎜
船
隊
を
作
.る
か
、
若
く
は
軍
猫
的

に
性
別

の
許
可
を
曳
く
る
に
非
す

ん
ば
之
に
徒
事
す
る
こ
ざ
を
留
さ
す
(
西
班
牙
及
葡
萄
牙

の
政
策

)、
然
る
に
英
図
は
植

民
地
.貿
易
を
國
氏
の
自
由
に
委
ね
、
輸
出
入
港

の
如
き
も
何
等
の
制
限
無
く
、
普
通
の
税
關
手
纏
以
外

に
は
特
じ

許
「可
を
要

せ
す
、
唯
植
民
地
産
物
の
輸
出

に
付

き
て
は
、
或
種

の
貨
物
は
之
を
航
海
條
令
其
の
他
の
係
命
中
一航
測

翠
し
て

(。2
量
Φ
曇
巳

8
ヨ
已
o
田
鼠
。
↓

之
が
輸
出
を
母
国
市
場
に
の
み
限
る
も
、
其
の
他
の
賃
物

言
o〒
。旨
日
-

論

叢

ス
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論

叢

ス
ミ
ス
の
封
植
民
地
策
.

第
十
入
岩

(第
.[
.號
.二
五
六
)

二
五
六

¢
「9・[豊
.
8
ヨ
∋
鼠
三
2
)
は
船
主
及
船
員
の
四
分
の
三
が
英
国
臣
民
た
る
英
国
船
叉
は
植
民
地
船
を
以
て
せ
ば
、
.直

接
他
国

に
輸
出
し
得
る
の
制
限
あ
る
の
み
な
る
こ
ε
を
.指
摘

し
n
凋
占
會
肚
主
義
帥
ち
和
蘭
主
義

に
擦
る
塒
は
、

植
民
地
に
需
要
せ
ら
る

、
貨
物
の
輸
入
は
勿
論
植
民
地
産
物
の
鹸
…出

に
付
き
て
も
.
必
ず
該
會
謝肛
を
経
由
せ
ざ

る

可
か
ら
ざ
右
よ
り
、
會
肚
は
楡
入
品
は
成

る
べ
一
高
償
に
之
を
費
付
げ
、楡
出
品
は
成

る
べ
ぐ
廉
償
に
之
を
購

ひ
、

斯
一
し
て
猫
b
利
益
を
壟
断
せ
ん
ε
す

る
結
果
植
民
地
住
民

の
利
益
を
害
し
、
建
て
其
の
獲
達
を
阻
碍
す
る
.こ
ご

甚
だ
大
な
り
、
叉
特
定
貿
易
港
主
義
帥
ち
西
班
牙
及
葡
萄
牙
の
主
義

に
檬

る
も
、
其
の
結
果
は
,殆
ご
同

一
に
し
て
、

母
國
人
が
特
定
の
港
に
於
て
植
民
地
貿
易

員
徒
事
す

る
に
當
し
て
は
、
互

に
其
の
資
本
を
結
合
し
て
共
同
的
に
之

を
替
む
こ
ご
寧
ろ
相
互

の
利
益
た
る
べ
き
を
以
て
、
斯
か
る
方
法
を
採
用

せ
ば
所
謂
猫
占
的
會
血
の
事
業
脛
螢
法

ε
貴
賓
上
に
於
て
ぽ
大
差
な
き
に
至

る
を
以
て
な
り
、
然
る
に
自
由
+工
義
即
ち
英
国
主
義
に
探
.る
時
は
、
何
人
も

自
由
に
之
に
従
事
す

る
こ
ご
を
得
る
が
故

に
、
貿
易
業
者
の
数
よ
り
す
る
も
亦
其
の
相
互
の
異
な
れ
る
地
位
よ
り

す
る
も
、

一
致
團
結
し
て
共
跡
的
に
之
に
當
る
こ
ε
を
不
可
能
な
む
し
め
、
從
て
彼
等

の
間

に
於
け
る
競
争
は
過

大
.の
利
益

の
獲
得
を
困
難
な
ら

し
む
る
が
故
に
、
結
局
穂

民
地

に
於
て
も
相
當
の
鱈
格
を
以
て
輸
入
品
を
購

ひ
、

文
相
當
の
積
格
を
以

て
其
の
輸
出
品
を
費
謝
す

る
こ
ε
を
得
る
最
も
理
想
的
の
方
法
な
り
ε
吉

へ
b
。

ス
ミ
ス
の
経
濟
思
想
の
根
本
主
義
よ
b
せ
ば
其
の
結
論
の
藪
に
到
達
す

べ
き
は
固
よ
り
豁
然
に
し
て
隅
自
由
放

任

の
原
則
を
母
国
植
民
地
問

の
通
商
政
策
上
に
も
汎
一
適
用
す
る
こ
ε
の
必
要
且
有
利
な
る
所
以
を
、
常
時

の
各

BookIP、chap、VII.parしII.(Cannan,VDニ ・1【,PP・76-78)



・

國
の
植
民
地
貿
易

の
實
除
に
徴

し
て
高
調
せ
る
も
の
な
る
も
、
母
國
植
民
地
間
の
経
済
關
係
は
軍
に
之
を
個
人
経

済
的
の
見
地

の
み
よ
ら
考
察
す

べ
か
ら
す
し
て
、
更

に

一
般
国
民
経
済
上
の
見
地
よ
り
考
慮
せ
ざ
る

べ
か
ら
ざ
る

も
の
め
る
を
以
て
、
時

ご
所
ε
に
感
じ
て
其

の
政
策
に
斟
酌
を
加
ふ
る
の
必
要
あ
り
、
現
に
ス
ミ
ス
を
出
し
叉
其

の
學
説
に
深
一
培
養

せ
ら
れ
π
る
英
図
に
於

て
す
ら
、
近
時
植
民
地
貿
易
を
全
然
自
由
に
放
任
す
る
の
非
な
る
所

以
を
論
じ
、
多
少
保
護
主
義
を
加
味
す
る
の
要
あ
る
こ
ε
を
唱

ふ
る
に
至
れ
る
を
以
て
も
之
を
讃
す
る
こ
ざ
を
得

べ
し
。

四

次
に
亜
米
利
加
の
獲
見
及
春
型
峯
を
経
て
東
印
度
に
達
す
る
航
路

の
新
開
に
因
砺
て
、
漱
洲
諦
國
の
受
け
た
る

利
益
に
關
す
る
ス
ミ
ス
の
研
究

は
頗

る
詳
密
を
極

め
、
其

の
植
民
地
論
の
約
三
分
の
二
は
此

の
研
究
の
爲
め
に
賓

さ
れ

つ
＼
あ
b
、
而
し
て
其

の
要
旨
は
是
等
の
二
大
事
件

に
依
ら
て
厭
洲
諸
國
の
受
け
た
る
利
益
は
、
之
を
(
一
)
厭

洲
全
醗
を
假
b
に

一
団
ε
看
做
し
て
観
察
し
た
る

「
般
的
の
利
益
、
(
二
)各
植
民
國
が
特
に
自
国
の
植
民
地

よ
.り

牧
め
得

べ
き
利
益
、
に
分
ち
て
考
察
す
る
こ
ε
を
得

べ
し
ε
な
し
.
前
者
は
更

に
(
甲
)
之
に
因

ら
て
漱
洲
国
民
の

享
樂
換
言
せ
ば
其

の
消
費
力
を
増
加
せ
し
め
た
る
こ
ご
、
(
乙
)其

の
産
業
的
活
動
詳
害
せ
ば
生
産
的
勢
力
の
使
用

を
増
加
す

る
事
業
の
勃
興
を
促
し
た
る
こ
ε
の
二
六
利
益
に
、
又
後
者
は
(
丙
)各
植
民
國
が
其

の
植
民
地
よ
ら
受

け
得

べ
き
普
通
の
利
益
、
即
ち
(
イ
)
母
国
の
国
防

の
爲
め
に
備

ふ
る
兵
力
、
〔
ロ
)
界
國
の
行
政
肇

の

一
部
負
塘
、

論

蟄

ス
ミ
ス
の
封
植
民
地
策

第
十
八
巻

(第
「號

二
五
七
)

二
五
七

.
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叢

ス
ミ
ス
の
封
植
民
地
策

第
十
八
巻

・第
一
號

二
五
八
)

二
五
八

(
丁

)亜
米
利
加

の
植
民
地

の
如

き
特
殊

の
性

質
を
有
す

る
植
民
地

よ
り
得
ら

る

べ
し

ε
想
像

さ
れ
た
る
特
別

の
利

益

に

分
ち
て
之
を
考
察

せ
b
。

以
上

諸
種

の
利
益
中

(甲

ノ及

(乙

)
の
利
益

、
即

ち
植

民
地

の
領
有

が
隊
洲

に
謝

し
て
與

へ
た

る

一
般
的

の
利
益
,

に
閲

し
て
は
殆

ざ
議
論

の
餓
地
無

く
、
直
接
植
民
地

ε
逼

商
交
通
を

織
し
た

る
国
民
は

固

よ
b
、
何
等
直
接

の
關

係

を
宿

せ
ざ
ら
し
国
民
及

是
等

の
植
民
地

の
産
物

を
間

接

に
も
得

る
こ

ご
能

は
ざ

り
し
国
民

ε
難
も
、
植
民
地

ご

關
係

を
有

ぜ
る
隣

国
民

の
冨

の
増

加

に
依

り
て
、

直
接
間

接

に
利
す

る
所
め

ら
し
は
疑

,潮
可

か
ら
ざ

る
所

な

る
を

以

て
、植

民
地

の
領
有

の
欧
洲

に
與

へ
た

る

一
般
的

の

利
益

に
關

し

て
は

、殆

ざ
問
題

の
猷
地
な

し

ご
雄

も
、

(
.丙

)

及
(
丁
あ

利
毎

帥
客

植
民
國
が
特
に
自
国
の
植
民
地
　

牧
め
結

べ
し
宿

じ
た
る
利
益

に
付
き
て
は
、
頗

る
攻
究
を
要
す

べ
き
も
の
あ
り
、
此
の
黙

に
關
す

る
ス
ミ
ス
の
研
究
は
.
現
今
ご
難
も
植
民
政
策
上
に
有
益
な
る

参
.考
の

一
資
料
を
供
す
る
も
の
ε
吉
ふ
を
得

べ
し
。

由
家
母
國
が
植
茂
地
を
し
て
或
は
国
防
上
の
目
的
の
爲

め
に
兵
力
を
出
だ
さ
し
め
.
或

は
行
政
費

の

【
部
を
負

櫓
せ
し
め
ん
蓬
試
み
た
る
や
久
し
、
撚
れ
こ
も
斯

か
る
計
蓋
の
實
際
成
功
し
た
る
も
の
は
極
め
て
稀
に
し
て
、
.多

く
は
其
の
希
望
を
實
現
す
.る
こ
だ
能
は
す

し
て
止

め
り
、
之
を
植
民
史
上
の
貴
際
に
徴
す

る
も
、
古
代
に
於
け
る
.

希
臘

の
植
民
地
は
母
国
の
爲
め
に
兵
力
を
出
だ
し
陀
る
こ
ε
あ
る
も
、
行
政
費
の
分
槽

に
は
慮
じ
た
る
こ
ざ
な
し
、

是
れ
其
の
植
民
地
は
戦
賠
に
於
て
は
母
国
の
同
盟
国
た
り
し
も
、
半
時
は
母
国
に
隷
踊
す

る
こ
ε
を
欲
せ
ざ
り
し

1)ED【ikIV.,chap.VII、part11[・(Cannan,Vol・11.PP・91-94)

■



に
因

る
、
羅
馬

の
植
民

地
は
必
要

に
怨

じ

て
或

は
其

の

一
を
負

捲

し
、
或

は
両
者

共

に
之
を
質

権
し

た
な
ご
ε
あ

り
、
黙

れ
こ

も
近

世

の
駄
洲
諸
国

の
植
民

地
は
母

國

の
国
防

上

の
目

的
の
爲

め
に
兵
力

を
出

だ
す
が
如

き
鯨

力
を

有

せ
す
、
彼
等

は

一
朝

有
事

の
口

に
は
自
己

の
防
衛

に
す

ら
不
充

分
な

る
兵
力
を
有
す

る
に
過
ぎ
ざ

る
を
以

て
、他

國

ご
開
戦
す

る
が
如

き
場
合

に
は
、
恐
國
は
植
民
地
防

衛

の
嬬

め
に
著

く
其

の
兵
力
を
減
殺

せ
ら
れ
ざ

る
を
得
す

、

故

に
此

の
黙

よ
り
論
ず

る
賠

は
、
隊
洲
.諮
國
の
植

民
地

は
母
国

を
張

か
ら

し
む

る
よ
し
は
寧

ろ
弱

か
ら

し
む

る
原

因

ε
な
れ
り
。

'
、.
〉
ロ
芽
o
.国
罎
o
究
磐

∩o
δ
ユ
湧

ぎ

ぐ
9

鼠
夢
〇
二↓
①
K
oωで
ユ
oコ
ー
σ
㊦窪

騨
o
p
臣
の
舜
爵
韓

亀

≦
Φ四
ぞ

昌
窃
』。
穿
碧

.o
「
弩
8
σq
多

8

二
嵐
嘆

窃
℃∩
。穿

。
日
o
子
卑

8
毒
気
①
切.、「

b」
ズ

Hく
.鴇
。討
℃
■
<
H同.、
鵠
井

目

1
∩
ぎ
轟
㌍

く
o
ピ
ロ
樋
℃
■
£

)

叉

行
政
費

の
分
捲

に
關

し
て
は

、
西

班
牙
及
葡
萄
牙

の
植
民

地
は

母
国
の
國
防

上

に
も
行
政
費

の
分
権
上

に
も

相

當

の
貢
献
を

篤
し
灯

る
も
。
他
國

の
植

晟
地

に
於
て

は
假
命
輕

費
支
辨

の
目
的
を
以

て
租

税
を
賦
課
す

る
も
、

之

よ
し
生
す

る
牧

人
は
植
民

地

の
竿
時

の
経
費

を
す
ら

償

ふ
に
足

お
も
の
は
稀
な
り
、
從

て

「
朝
職

事
等

に
遭
遇

す

る
特
は
忽

ち
國
債

を
増

加
す

る
の
止

む
な
き

に
至
る

、
故

に
斯

か

る
植
民
地

は
母
国

に
ε
り

て
は
支
出

の
源
泉

に
し
て
粒

入
の
源
泉

に
弄
す

(、.
しQ
9
ゴ
.8
δ
巳
①
・。樋
鴎
①
器
∂
「9

ぎ

く①
げ
①①
口
p
器
霞
8

0
h
o
巻
9
8

曽
α

自
尊

o
略

語
く
窪
器

8

子
mマ

諾
琶
2
[ぞ
。
ヨ
。穿
興

8
F5
曳
o㎝・
、「

き
ミ
.、
℃
.
Oと

ε
は

、

ス
ミ
ス
が
前
掲

(
丙
)
の
利
益
、
即

ち

各
植

民
國

が
其

の
植

民
地

よ
り
受

け
得

べ
き
普
通

の
利

益

ご
思
考

せ
る
も

の

に
謝

し
て
下

し
た

る
断
案

に
し
で
、

論

㎝最

ス
ミ
ス
の
封
植
民
地
策

第
十
入
巻

(第

[腓

二
五
九
〉

二
五
九

戸

1)J、S.Nicholson=AProjectofEmpire(aCriticalStudyoftheEcon{ト

micsofImperialis叫withSpecialReferencetotheIdeasofAdam

Smith},r.194.
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論

㎜萱

ス
ミ
ス
の
封
植
民
地
策

第
十
八
巻

(第
「
號

二
六
Q
)

二
六
〇

是
に
由
与
て
観
れ
ば
常
時
の
植
民
國
は
何
れ
も
植
民
地
を
以
て
母
國
の

一
.収
入
源

`
看
做

し
、
濁
り
国
防
上
の
み

な
ら
す

一
般
行
政
上
に
於
て
も
、
植
民
地
に
母
國

の
経
費
の

一
部
分
を
分
推
せ
し
め
ん
ε
す

る
意
志
を
有
し
た
喝

ご
ε
を
知

る
な
得

べ
し
、
撚
れ
ざ
も
斯
か
る
希
望
は
全
一
水
泡
に
蹄
し
た
る
を
以
て
、
爾
来
各
国
は
植
民
地
を
し

て
母
国
の
財
政
上

に
援
助
を
與

へ
し
め
ん
ε
す

る
主
義
及
此
の
主
義
に
立
脚

せ
る

一
切

の
政
策
を
抛
棄
し
、
植
民

地

の
富
源

の
羅

に
苓

母
国
の
自
然
的
利
益
の
増
進
を
以
て
満
足
せ
ん
ε
す

る
に
至
れ
り
。

五

更

麦

ス
・
ス
の
函

富
論
」
を
著
し
た
る
常
時

に
於
て
は
、
各
植
民
國
は
何
れ
も
母
國
が
植
民
地

よ
し
受
け
得

べ
し
ε
信
じ
た
る
上
述
の
普
通
の
利
益
以
外
に
、
亜
米
利
加
の
如
き
特
殊

の
性
質
を
有
す

る
植
民
地

よ
与
得
ら

喝

べ
し
こ
想
像
さ
れ
た
る
特
別
の
利
益
、
即
ち
植
民
地

に
謝
す
る
貿
易
を
猫
占
す
る
こ
ε
に
依
b
て
特
別
の
利
益
を

.

牧
め
得

べ
し
嬉
信
じ

π
り
、
故

に
ス
ミ
ス
は
此
の
黙
に
關
し
て
更
に
細
密
な
る
研
究
を
遂
げ
し
が
、
其

の
研
究
の

結
果
に
依
れ
ば
、
植
民
地
貿
易
の
猫
占

に
依
ら
て
収
め
得

べ
し
ご
信
せ
ら
れ
π
る
利
益
は
全
く
誇
張
的
の
も
の
に

し
て
、
此
の
如
き
濁
占
は
全
髄

ご
し
て
は
寧

ろ
母
國
に
損
失
を
與
ふ
る
も
の
ε
官
ふ
を
得

べ
し
、
之
を
英
国
に
就

き
て
観

る
も
、
英
図
の
植
民
地
貿
易
の
凋
占
は
他
国
に
比
較
せ
ば
英
国
を
し
て
相
野
的
の
利
盆
を
得
せ
し
め
た
る

こ
ε
は
事
實
な
b
ご
難
も
、
此
の
相
獣
的
の
利
益
を
得
ん
が
爲
め
に
、
之
よ
り
も
更
に
重
大
な
る
絶
封
的
の
利
金

1
α
.一
部
を
犠
牲

に
供
し
だ
る
の
み
な
ら
す
、
殆
ご
凡
て
の
他
の
貿
易
に
於
て
も
、
之
が
爲
め
に
絶
劃
的
並
に
相
樹



的
の
不
利
益
を
蒙
り
た
り
蓬
な
し
、
所
謂
當
時
の
重
商
主
義
的

の
.思
想
に
基
け
る
植
民
地
貿
易
の
濁
占

の
利
金
を

過
信

し
た
る
世
論

に
反
射
し
、
若
し
欧
洲
諸
国
に
し
て
植
民
地
貿
易
を
自
由

に
放
任
し
た
ら
ん
に
は
、
更
に
人
な

る
利
益
を
受
け
得
紀
る
な
る
べ
し
`
育

へ
り
,
〔此

の
黙

に
關
す

る
詳
細
の
研
究
は
、

ス
ミ
ス
の
商
業
政
策
の
考
察

に
就
き
て
の
他
の
論
文
ε
重
復
す
る
の
震
れ
あ
る
を
以
て
、
藪
に
は
之
を
省
略
す

)。

要
す
る
に
ス
ミ
ス
の
説
に
從

へ
ば
、
母
国
の
植
民
地
貿
易
の
凋
占
の
爲
め
に
生
℃
た
る
結
果
は
、
(
こ

植
民
地

貿
易
以
外
の

一
切

の
貿
易
よ
b
植
民
地
貿
易

の
方
面
に
断
え
す
資
本
を
韓
用
せ
し
め
た
る
こ
ε
、
(
二
)若
し
各
国

が
英
国
の
植
民
地

ご
自
由
に
貿
易
を
寫
す

こ
ε
を
許
さ
れ
だ
ら
ん
に
は
、
英
図
の
貿
易
の
各
方
面
に
於
け
る
利
益

の
割
合
が
、
自
然
に
落
付
き
得

べ
か
り
し
程
度
以
上
に
、
利
益

の
割
合
を
高

め
た
る
こ
ご
に
在
り
ご
な
し
、
本
來

の
性
質
よ
り
せ
ば
遠
距
離
貿
易
た
る
植
民
地
貿
易
は
、
近
距
離
の
貿
易
に
比
較
す

る
時
は
資
本

の
側
牧
敏
速
な
る

を
得
ざ
る
よ
り
、
其
の
國
に
封
ず
る
便
益
小
な
る
べ
き
に
拘
ら
す
、
各
人
の
競
ふ
て
之
に
従
事
せ
ん
ε
す

る
所
以

の
も
a
は
、
濁
占

に
依
り
て
人
爲
的
に
其
の
利
益
を
人
な
ら
し
め
つ
、
あ
る
に
因
る
、
蓋
し
猫
占
は
人
な
る
利
益

を
生
ぜ
し
の
、
大
な
る
利
益
は
資
本
の
移
動
を
誘

ふ
原
因
ε
な
る
を
以
て
な
り
、
而
し
て
利
金
の
大
は

　
般

に
利

子

の
騰
貴
を
促
し
、
利
子

の
騰
貴
は
生
産
費
を
増
加
せ
し
む
る
`
共

に
、
文
典
の
半
面

に
於
て
は
地
償

の
下
落
及

賃
金
低
下
の
原
因
こ
な
る
が
故
に
、
何
れ
の
黙
よ
り
観
察
す
る
も
頗

る
不
利
た
る
を
見
れ
す
、
若
し
張

て
植
民
地

貿
易
の
凋
占

に
依
り
て
得
ら
る

べ
き
利
益
な
る
も
の
あ
乃

ご
せ
ば
、
逼
は
園
内
に
於
け
る

一
部
の
階
級
即
ち
斯
か

論

叢

ス
ミ
ス
の
蜀
植
民
地
策

第
十
八
巻

(第
一
號
二
六
一
)

二
六
}

1)BookIV.,chap,VII.,partIII.(Cannan,Vol.11,PP・95-96)
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論

叢

ス
・・三

の

植
民
地
策

第
+
八
巻

(第

一
號

一
エ
八
二
.〉

二
六
二

る

貿

易

ロ
……
の
製
.
造

家

及

植

民

地

貿

易

に
實

際

従

事

し

つ

、
あ

る
者

の

み

に

限

ら

る

べ

き

問

題

児

り

、

国

民

全

般

は
.

結

局

彼

等

の

利

益

を

人

な

ら

し

め

ん

が

爲

め

に

、

物

償

の

騰

貴

・
生

活

費

の

増

加

其

の

他

種

々

の
不

利

益

を

忍

ば

ざ

る

可

か

ら

ざ

る

に

至

る

ε

論

ず

。

F

(註
)
重
商
土
嚢
涯

の
重
鎮

ト
マ
ス
ニ
.
ン
(
目
プ
三
5
器

七
一【日
)
は
鴫
潅
腸
離

の
貿
易
は
近
距
離

の
も
の
に
比
し
て
多
く
の
利
残
存
齋

寸
が
敏

に
、
距
離

愈

々
遠
け
れ
ば
其

の
利
器
も
亦
益

々
大
な
り

ミ
言

へ
ろ
ド
射
し
、
ス
・、・
ス
は
假
令
遠
距
離
貿
易

の
利
益
ば
大

な
り

ぐ、
す
う
も
、
其
の
本
圃

に
封
ず

・
便
誓

小
な
り
喜

讐

ゐ
べ
か
ら
す
、
蓋
し
斯
か
・
場
食

養

本
の
園
外
に
留
ま
ろ
ミ

辱

が
爲
め
量

産
的
の
勢
力
に
職
業
盗

ハふ

る
の
機
會
炬
少
か
ら
し
め
・
從
て
閣
内
に
於
け
ろ
漕
畳
並
に
生
産
.々
減
少
ぜ
し
む
ろ
結
果
な
生
す
ろ
な
以
て
な
り
・、主
張
す
。

以
上
要
述

せ
る
所

に
撮

り
て
之
を
観

れ
ば

、
植
民
地

に
封
ず

る
ス
・・、
ス
の
意
見

は
寧

ろ
消
極
的

に
し
て
、
從
來

植
民
地

の
領
有

に
謝

し
て
期
待

廿
ら

れ
た
る
諸
種

の
便

益

の

】
も
實

現

せ
ら

れ
た
る
も
の
な
き
を
見

、
殊

に
最

も

重
要
を

る
植
民

地

が
多
年
負

ふ
所
頗

る
大

な
り
し
母
国

よ
b

、
種

力
の
理
由

に
下

の
凋

立
身
離

せ
ん
ε
し

つ

、
あ

り
し
事
實
を
貿
見
す

る
に
及

び
、
(
ス
ミ
ス
の
『
国

富
論

」
は

一
七
七
六

年
三
月
九

日
に
其

の
第

一
版
を
公

に
せ
ら

れ

し
が
、
北
米

の
植

民
地

は
同

年
七
月
四
日

に
凋

立
を
宣

言
す

る
に
至
れ
り

)、
彼

が
『
帝
團

の
支
持

に
謝

し
て
歳

入
上

に
も
兵
力
上

に
も
毫
も

奇
異
す

る
所

な
き
地

方
は
、
之

を
領
土

ε
し

て
考

ふ

る
こ
ご
能

は
す

、
是
等
は

帝
国

の
附

届

物
又
は
装
飾

物

の

一
種

ご
看
駁

さ
る

べ
き

の
み
、
大

英
國

の
統
治
者
等

は
過
去

一
世
紀
以

上

の
問

、
大

国
洋

の

西
岸

に

　
大
帝
國
を
有

せ

ら
ε
し

て
國
艮
を

悦
ば
し

め
π
b
、
撚

れ
ご
も
該

帝
國
は
今

日
に
至

る
迄
唯
想
像

上
に

存

し
た

る
の
み
、
實
際

帝
國

の
存
在

し
π

る

に
非
す

し

て
帝
国

の
計
壷

の
存

し
た

る
に
温

ぎ
す

、
金

鑛

の
存

在

し

1)BookIV.
,chap,V工1.,PartIII,〔Cannan,Vol,II,P,97f一)

2)Thomas]Mqn=England'5・TreasurebyForeignTrade.

Nicholson:AProjectofFmpirc,P.200.



"

た

る

に
非
ず

し
て
其

の
計
葺

の
存

し
π

る
の
み
、
而

し
て
此

の
計
査
た

る
や
現
に
費

用
を
要

し
叉
將
來

ざ
雌
も
引

続

き
費
用

を
要
す

べ
く
、
若

し
之
を
従
来

の
如

く
に

し
て
織

鞭

せ

ん
か
、
恐

く
は
何
等

の
利
益

を
も
齎

す

こ
ご
な

く
し

て
却

て
莫

大

の
費
用
を
要

せ
ん
、
豊

/2
植
民

地
貿

易

σ
猫

占

の
結
果
は

、
國
民

の
大

部
分
に
利
益

を
與

ふ
る

よ

り
は
寧

ろ
損
失

を
負
は
し
む

る
も
の
た
る
を
以

て
な

b
、
故

に
今
日

は
實

に
為
政
者
並

に
国
民

が
從

來
憧

れ

つ

、
あ

り
し
此

の
黄
金

の
夢

を
貨
現
せ

し
む

る

か
、
然

ら
ず

ん
ば
此

の
夢

よ
り
自

ら
醒

む

る
ε
共

に
又
国
民

の
眼

を

醒

ま
す

べ
き
の
秋

な
り
、
若

し
此

の
計
蜜

に
し

て
完
成

さ

る

べ
き
見

込

な
し

ε
せ
ば
、
宜

し
く

之
を
抛

棄
せ
ざ
.る

べ
か
ら
す

、
英
帝
国

の
何

れ

の
領
土

ご
難

も
至
帝
国

の
支

持

に
罫

し
て
寄
興
す

る

こ
ε
能

は
ざ

る
も

の
あ
り

ε
せ

ば
、
大

英
國
は
戦

時

に
於

て
は
斯

か
る
領
土

の
防
衛

の
失
費

よ
り
、
叉
半
時

に
於

て
は
其

の
文
武

の
施
設
を
維
持

す

る

こ
ε
の
負

捲

よ
り
免

れ
、
而
し

て
將
來

の
方

針
及

計

叢
は

之
を
卒

凡
な

る
撚
態

の
維
持

に
適

ぜ
し
む

る
様
努

む

べ
き

の
時

な
り
」

ε
喝
破

し
た
る
は
、
植

民
地

を
母

国

の
爲

め
に
利
用
す

る
か
、
少
く

こ
も

母
国

は
植
民
地

の

爲

め
に
特

に
質
権
…を
な
す

べ
き
義
務
を
有

せ
す

ご
思
考

し
た
る
常
時

の
勤
植
民
地

親

よ
り
せ
ば

、
深
く
轡

む
る
に

足
ら
ざ

る
な

b
。

六

此

の
如

く

し
て

ス
ミ
ス
は
、

現
在

の
植
民
地
を

放
棄

し
て
母

国
が
植
民
地

の
爲
め
に
年

々
負

ふ
所

の
負
撚
を
　見

る

、
か
、
若
く
は
従
来

の
植
民
地

に
封
ず

る
政
策

を
愛

愛
す

る

か
、
二
者
其

⑳

一
を
挿

ま
ざ

る

べ
か
ら
す

ご
な

し
一

論

叢

ス
ミ
ス
の
揖
植
民
地
策

.

第
十
八
巻

(第
一
號

二
六
三
)

二
六
三

1)Book.V.,chap.III.``(ゾPublicL)罐 ガ5.1'(Cannan,Vol.II,PP.432-433)
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`

論

叢

ス
ミ
ス
の
樹
植
民
地
策

第
十
八
巻

(第
「
號

二
大
四
)

二
六
四

遂

に
其

の
封
策

に
付

き
て
論
じ

て
曰

く
、
『
大
英
國

が
其

の
植
民
地

に
謝
す

乃

一
切

の
権
力
を
任
意

に
抛

棄

し
、
植

民
地

を

し
て
自

ら
其

の
文
蝿
者

勧
選

恭
し
、
又
自

ら
法

律
を
制

定

し
、
且
彼

等

の
適

當

蓬
考

ふ
る
所

に
從

ふ
て
宣

戦
講

和
を

欝
さ

し
め
ん
・し
提
議

す

る

こ
・し
は
、
世
界

の
何

れ

の
國
氏

も
未

だ
曾

て
採
用

し
た
る
.
〕
ε
な
く
、
叉
將

來

ε
雌

も
決

し
て
採
用

せ
ら

る

＼
こ
ε
な

か

る

べ
き
方

法
を
提
議
す

る
も

の
々
り
、
假
令
其

の
統
治

は
如
何

に
困

難

に
し

て
、
π
〈
之

よ
り
生
ず

る
牧
人
は
其

の
支
出

に
比

し

て
如
何

に
小
な
り

ε
錐
も
、
未

だ
其

の
領
土

に
獅
す

る

支

配
椹

を
任
意

に
抛
棄

し
た

る
国
民

め
る
を

聞

か
ず

、

蓋

し
斯

か
る
犠
牲

は
利
害
關
係

よ
b

せ
ば
屡

々
是
認

さ
る

べ
き
場

合
な

し
ε
せ
ざ

る

も
、
常

に
国
民

の
自
負
心

を

害
す

る
を
以

て
な
り
・・…
.
…
、
故

に
日取
も
空
想
的
な

る
熱

心

家

ε
難

ら
、
此

の
如

き
方

法
を
何
時

か
は
採
用

せ
ら

る

、
こ
ε
あ
ら

ん
ご
の
真

面
目
な

る
希
望
を

以

て
提
議
す

る
こ
ご
は
殆

ご
不

可
能

な

る

べ
し
哩

ご
、
之

に
饗

し

て

一一
コ
川
ソ
ソ
漱
授

は
、
其

の
著

『
帝
國

之

　
企
圓
」

(
.、
〉

津
膏

臼

亀

じ弓
昌
)ぎ

、、〕
中

に
、
若

し
此

の
如

き
分
離

が
相

互

の
合
意

に
依
り

て
成

立

し
、
而

し

て
分
離

し
た
る
帝

国

の
各
地

方

の
問

に
自
由
貿

易
に
謝

す

る
保
障
存
す

ξ
せ
ば
、
此

の
解
決
方

法
は
恐
く
は

最
良

の
も

の
π

る

べ
し
、

假
令
植
民

地
は
吾
人

に
隷
臆

せ
ず

ε
も
午

時

に
は

兎

に
角

吾
人

の
良
友

ε
し

て
貿
易
よ

に
最
上

の
便

益
を
與

へ
、

戦
時

に
は
確

か
に
吾

人
の
同
盟
看

た
る

べ
し
、
此

の
仮

定

の
下

に
植

員
地
自
身

の
防
衛
恕
彼

等

に

　
任
す

る
こ
ε

は
、
却

て
彼

等
を

し
て
有
力
な

る
同
盟
者

た
ら

し
む

る
所

以

な
り

ご
評

せ
ら

、

(此
の
瓢
に
關
し
て
に
ス
、-、
ス
自
、b
も
亦
暑
.

ぽ
同

様

の
意

見

な
有
し

た

嚢

の

＼
如
く

・
彼

れ

曰

く
、

・、至

;

鵠

弛

。
昭瓦

■

}妻

9
・。
」

。
・霞

巽

}

萎

孟

・
。
;

ξ

げ
。

望

月一」,

免
解

Φ
ぞ

評

a

守

[⇒

穿
σ

'島

巳
Φ

雪

目
邑

賃

罵
ゴ
。
レ

。
「

子
①

冨

9
8

Φ
い
鼠
韮

警

コ
話
三

竃

=
拓

。
三
〇
三
。
詔

σ
.
.け

ヨ
㎡
耳

門面
三
。

乱

旨

1)BookIV.,chap,VII,,partIII.(Cannal1,Vol.

2)Nicholgon=APi(>jectrfEmpire,p.207・

11,P.II6)
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論

叢

ス
・三

の
耕
植
厭
地
策

・

第
+
八
巻

(箋

號

二
六
さ

二
杢

ハ

故

に

ス
ミ

ス
の
封
植
民
地
槻

の
前
年

よ
り
推

し
て

㍗
+凪
ち
に
彼
を
植
民
地

に
謝

し
て
は

消
極

主
義
を
探

れ

る
者

の
如
く

に
思
考
す

る
は
誤

b

に

し
て
、
.ス
ミ

ス
は
常
時

の
糎
濟

思
想

の
中
軸

を
成

せ
る
重

商
主

義
を
基
礎

ε
せ
る

.

謝
植
民

地
策

な
る
も

の

、
、
.外
囲
及
植
民
地

に
多
大

の
損
失
を

翼

へ
、
到
底

永
く
現
歌
を
維

持
す

べ
か
ら

ざ

る
程

い

ヒ

度
に
迄
行
詰
ま
れ
る
を
察

し
、
此

⑭
如
き
歌
態
を
持
綾
せ
ん
よ
b
は
寧
ろ
植
民
地
を
放
棄
す
る
臆
如
か
ざ
る
こ
ε

を
痛
論
し
た

る
に
止
ま
り
、
若
し
母
国
の
植
民
地

に
罫
す

る
從
來
の
政
策
を
根
本
的
に
政
む
る
こ
ε
に
依
b
て
、

撃

醤

の
利
夢

遷

せ
し
め
得
べ
き
途
讐

奪

喜

ば
・
固
よ
転
之
に
敵
b
て
響

の
關
係
を

一
層
播

m

な
ら
し
め
ん
こ
墓

む
る
の
最
良
の
策
た
る
べ
き
を
信
　

藩

奇

か
ら
壽

・
て
ス
ミ
ス
は
之
が
翫

"

　

り

の

り

　

　

り

り

め
に
は
経
済
臓
策
⊥
に
於
て
は
、
先
づ
從
來
の
重
商
主
義
殊
に
濁
占
主
義
の
通
商
政
策
を
改
め
て
貿
易
自
由

の
原

融

　

　

　

　

　

　

コ

　

　

則
を
確
立
す

る
ざ
共
に
、
母
国
植
民
地
闘
の
通
商

に
も
亦
此
の
原
則
を
適
用
し
、
更

に
統
治
政
策
上
に
於
て
は
、

B囲

植
民
地
㌔
も
全
席
國
の
構
成
分
子
ざ
し
て
、
帝
国
の
防
衛
及
維
持
に
必
要
な
る
経
費
の

↓
部
を
分
撫
せ
し
む

る
ぜ

β皿

共

に
、
其
の
∫
講

の
程
度
に
慮
じ
て
之
に
参
政
標
を
與

へ
、
購
に
母
国
の
隷
腐
者
ε
し
て
之
を
遇
す
る
に
非
す
し

㎎

て
、
植
民
地
に
或
程
度
迄
自
治

の
権
能
を
認
む
お
こ
ε
に
依
b
て
、
母
子
而
國
間

の
連
鎖
を

一
層
鞏
固
な
ら

し
め

面恥

ん
こ
ε
を
提
議

せ
り
、
足

れ

ス
ミ
ス
の
封
植

民
地

策

の
核

.恥
た

ハ
。

植
民
地
に
議

磐

與

へ
合

す
る
三

の
鑑

は
・
假
葺

の
内
容
に
於
て
は
異
な
れ
と

繕

へ
・
其

蹴

の
後
英
國
が
池
園

に
率
先
し
て
自
治
植
民
地
を
認
む
る
に
至
ら
た
る
こ
ε
は
、
偶
ま

ス
ミ
ス
の
意
見
の

】
端
の
實

り

、



'

際
政
策
上

に
實

現

せ
ら

れ
だ
る
も
の

こ
観

る
も
不
可

な

か

る

べ
く
、
唯
貿
易

自
由

の
原

則
に
關

し
て
は

、

ス
・・、
ス

の
最

も
力
説

し
た

る
所

な

る

に
拘
ら
す

、
其

の
後
笑
本

國

の
通
商
敬
策
上

に
此

の
原
則

を
採
用

し
た
る

に
止
ま
り
、

封
植
民
地
貿
易

に
於

て
は
混
く

之
を
適

用
す

る
に
至
ら

ず
、
否
近
時

の
趨
勢

よ
b
せ
ば
寧

ろ

ス
ミ

ス
の
持
説

に
反

し
、
特
恵
關
税
制

度
に
依

り
て
或
程

度
迄
植
属
地

貿
易

の
自
由
を
制

限
す

る
の
止

む
な

き
事
情

を
さ

へ
生
せ

し
む

る
に
至
れ

る
こ
ご
は
遺
憾

ε
言
は
ぎ

る

バ、
か
ら
す

、
熱

れ
こ

も
常
時

の
重
商
主
義

に
立
脚

せ
る
誤

れ

る
通
商
政
策

の
桎

梏
よ
り
母
國
及
植

民
地
を

解
放

し
、
少
く

ε
も
主

義

《」
し
て
は
貿
易
自

由
の
原
則
を
認

め
ざ
る
を
得
ざ

る
こ

ε
を
、
大

英
国
民

の
脳
裏

に
深

く
印

せ
し

め
た

る
功
績

は
、
其

の
著
『
国
富
論
』
ε
共

に
永
久

に
傳

へ
ら

る

べ
き
所

の
も
の
抛
り
。

(完

)

論

叢

ス
ミ

ス
の
・封

植

民
地

藁

第
十
八
巻

(第

一
號

二
六
七
)

二
六
七


